
新製品紹
介

日本曹達株式会社農業化学品事業部普及部マーケティング課

コナケシ顆粒水和剤（原体名：シフルフェナミド 
開発番号NF-149、図１）は、日本曹達株式会社が
発明した殺菌剤です。

シフルフェナミドは新規骨格を有する化合物であ
り、各種うどんこ病および核果類灰星病に対し低濃
度で優れた防除効果を示す殺菌剤です。

2002年12月に農薬登録取得しましたが、当初か
ら耐性菌対策としてトリフルミゾールとの混合剤

（パンチョＴＦ顆粒水和剤：2003年販売開始）が開
発され、シフルフェナミド単剤は上市されませんで
した。

一方で近年、リンゴうどんこ病が青森、長野をは
じめとするリンゴ生産県で多発傾向にあり、その防
除気運が高まっていること、また青森県のリンゴ防
除体系から黒星病の感受性低下によりDMI剤が削
除され、うどんこ病防除に新規系統剤が待望されて
いる状況等から、シフルフェナミド単剤すなわちコ
ナケシ顆粒水和剤を上市することとなりました。

本剤のコンセプトは以下です。
① 各種うどんこ病に卓効を示すうどんこ専用剤。
② 昨今問題化しているリンゴうどんこ病がメイン

ターゲット。
③ 登録作物を果樹に特化。
本剤の生物活性その他特長についてご紹介いた

します。

１．�有効成分と製剤：�
シフルフェナミド　10%顆粒水和剤

 ■性　　状：褐色水和性細粒
 ■有効年限：４年
 ■包　　装：（125ｇ×20袋）×４箱

２．安全性

 ■急性毒性 （原体）  普通物 
（毒劇物に該当しないもの
を指していう通称）

 ■経口毒性（ＬＤ50）
 　　ラ ッ ト （雄） ：＞5,000mg/kg
 　　 （雌） ：＞5,000mg/kg
 　　マ ウ ス （雄） ：＞5,000mg/kg
 ■魚毒性
 　　コ　　イ （ＬＣ50）　：＞1.14mg/ｌ（96時間）
 　　ミジンコ （ＥＣ50）　：＞1.73mg/ｌ（48時間）

農林水産省登録　24044 号
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分子量：41２．３６
融点：６１．５〜６２．５℃
蒸気圧：３．５４×10－５Pa（20℃）
水溶解度：５．２０×10－４g/ｌ（20℃）
分配係数：ｌｏｇ Ｐｏｗ＝４．７０

図1．構造式および物理化学的性質



３．�適用病害名および使用方法（2019年1月現在）

４．�抗菌スペクトラム（寒天平板希釈法）　日本曹達（株）小田原研究所

５．�各種うどんこ病に対する効力�（ポット試験）　日本曹達（株）小田原研究所

上記病原菌中、本剤の実使用薬量で圃場効力が認められた病害はモモ灰星病だけであり、
その他病害には圃場効果は期待できません。
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６．�リンゴうどんこ病分生胞子形成阻害効果�
（日本曹達（株）小田原研究所）

りんご実生苗（王林８葉期）にうどんこ病菌を接
種し、接種５日後に薬剤散布（無処理区には蒸留水
を散布）したところ、散布10日後（接種15日後）
において、コナケシ4,000倍では分生胞子が認めら
れず、登録濃度の１/ ４の16,000倍でも、菌糸伸長
は認められるものの分生胞子形成を阻害しました。

７．圃場試験効果

リンゴうどんこ病：2017年に長野県現地圃場に
て実施した試験において、コナケシ顆粒水和剤4,000
倍散布は、対照剤と比較して優れた防除効果を示し
ました。
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写真１．散布10日後の顕微鏡写真（葉上の病斑をセロファンテープではぎとって顕微鏡観察）

写真２．散布21日後の写真

品　　種：ふじ
処理月日： 2017年４月27日（開花直前）、

５月11日、24日計３回、動力噴
霧器（セット動噴）を用いて十
分量散布した。

調 査 日：６月１日（最終散布８日後）



８．�委託試験結果（モモ灰星病）

先にも述べました通り、コナケシは灰星病菌
（Monilinia属菌）に対して高い抗菌活性を示しま
すが、圃場試験（下記日植防委託試験概評参照）
においても対照剤と同等以上の効力を示します。

コナケシ顆粒水和剤は、果樹のうどんこ病に優れ
た効力を示し、灰星病にも高い効力を示す殺菌剤で
す。本剤の特徴をご理解いただき、果樹、特にリン
ゴうどんこ病防除にお役立て頂ければ幸いに存じま
す。最後になりましたが、本剤の開発に協力いただ
きました皆様に厚く御礼申し上げます。本剤の使用
に関しまして、引き続き指導を賜りたく宜しくお願
い申し上げます。
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